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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2022 年４ 月28 日に公表した2023 年３月期第２四半期累計期間（2022 年４月

１日～2022 年９月 30 日）及び 2023 年３月期通期（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日）の業績予想を下記

の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

 (1) 2023年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2022年９月30日） 

 

営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想   （Ａ） 

百万円 

１１０，２００ 

百万円 

７，８００ 

百万円 

６，３００ 

百万円 

４，９００ 

円 銭 

４３．２６ 

今回修正予想   （Ｂ） １０８，２００ ９，４００ ８，２００ ７，１００ ６２．６８ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △２，０００ １，６００ １，９００ ２，２００  

増 減 率   （％） △１．８ ２０．５ ３０．２ ４４．９  

(ご参考) 前期第２四半期実績 

(2022年３月期第２四半期) 
９１，６１４ ３，７９７ ２，５１８ １，５８７ １４．０１ 

 

 (2) 2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日） 

 

営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想   （Ａ） 

百万円 

２２７，１００ 

百万円 

１６，３００ 

百万円 

１３，２００ 

百万円 

７，８００ 

円 銭 

６８．８６ 

今回修正予想   （Ｂ） ２２７，３００ １７，０００ １４，４００ １０，１００ ８９．２０ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） ２００ ７００ １，２００ ２，３００  

増 減 率   （％） ０．１ ４．３ ９．１ ２９．５  

(ご参考) 前期実績 

(2022年３月期) 
２０１，７９３ １２，１９０ ９，９３１ ４，０２１ ３５．５１ 

 

 

 

 

 



 (3) 2023年３月期通期個別業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日） 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想   （Ａ） 

百万円 

９２，４００ 

百万円 

８，２００ 

百万円 

５，７００ 

百万円 

３，５００ 

円 銭 

３０．９０ 

今回修正予想   （Ｂ） ９１，６００ ８，２００ ６，０００ ５，７００ ５０．３４ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △８００ － ３００ ２，２００  

増 減 率   （％） △０．９ － ５．３ ６２．９  

(ご参考) 前期実績 

(2022年３月期) 
８１，９９０ ３，４９２ ４４４ △２４０ △２．１２ 

 

 

２．修正の理由 

 (1) 第２四半期（累計）連結業績予想 

営業収益は、新型コロナウイルスの感染再拡大を受けたこと等により、需要回復が当初想定より遅れてい

る鉄道事業において、旅客収入が想定を下回ることに加え、建設業において完成工事高が減少すること等に

より、前回発表予想を下回る見込みであります。営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益

は、各セグメントにおける費用の節減等により前回発表予想を上回る見込みであります。 

 

(2) 通期連結業績予想 

営業収益は、新型コロナウイルスの感染再拡大を受けたこと等により、需要回復が当初想定より遅れてい

る鉄道事業において旅客収入が想定を下回るものの、貨物運送業における輸送運賃高騰による増収もあり、

前回発表予想並みを見込んでおります。営業利益及び経常利益は、エネルギー価格高騰の影響を見込む一方、

費用の節減等により前回発表予想を上回る見込みであります。また、親会社株主に帰属する当期純利益は、

税金費用の減少もあり前回発表予想を上回る見込みであります。 

 

 (3) 通期個別業績予想 

営業収益は、新型コロナウイルスの感染再拡大を受けたこと等により、需要回復が当初想定より遅れてい

る鉄道事業において旅客収入が想定を下回ること等により、前回発表予想を下回る見込みであります。営業

利益は、エネルギー価格高騰の影響を見込む一方、費用の節減等もあり、前回発表予想を据え置いておりま

す。経常利益は受取配当金の増加、当期純利益は過年度に減損損失を計上した資産の譲渡に伴う税金費用の

減少により、それぞれ前回発表予想を上回る見込みであります。 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以  上 


